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はじめに
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　食べものや水分があやまって気管に入ってしまうこ
とを誤嚥（ごえん）といいます。誤嚥すると重い肺炎に
かかることがあります。歳を重ねても、いつまでもしっ
かりと食事をして栄養をとり、身体を十分動かして筋力
を維持し、そして社会につながっていることが、健康寿
命を延ばすためにとても大事なことです。そのために
も、「食べる」ことについてよく理解していただき、ぜひ
日頃の食事に生かしてください。
　最近、食事中にむせることが多くなった、と思われる
方は是非かかりつけ医にご相談ください。病気がひそ
んでいたり、ふだん飲んでいる薬の副作用だったりす
るかもしれませんので、医師等に症状を話してよく診て
もらいましょう。お口のリハビリや歯科治療で食べる機
能を回復することもできます。歳だから、と言ってあき
らめていませんか？ご自分の健康について日頃から
しっかり考え、これからの「人生１００年時代」を有意義
に楽しく生きましょう。
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～肺炎にならないために～


